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１▢ 次の文章を読んで、あとの問に答えなさい。

　①世界の人口―――――
は１９５０年に２５億人に達し、１９９９年の段

だん

階
かい

で６０億人を超
こ

え

ました。このままいくと２０５０年には約９０億人に達すると予想されています。こ

のような急
きゅう

激
げき

な人口増加に対して、人間の②生命――や健康を守ったりすることに欠か

せない③食料生産――――
を確保するために、様々な努力が続けられてきました。

　１９５０年から１９９０年までの４０年間で、世界全体の④穀―
こく

物
―

もつ

の生産量は３倍に

増えています。しかし今後の食料増産の見通しは明るくありません。それは⑤地球――
環
―

かん

境
―

きょう

の
―
破
―

は

壊
―

かい

が進み、⑥農業――に適した土地が減少し、⑦灌―
かん

漑
―

がい

用水
――

が不足していくこと

などが予想されるためです。そのため今後の人口増加に見合うだけの食料を生産して

いくためには、多くの⑧収―
しゅう

穫
―

かく

量
―
が期待できる新しい品種を取り入れていくしか方法

はないとされています。その期待に応えるものとされているのが、⑨遺―
い

伝
―

でん

子
―

し

組み換
―――

え作物
―――

です。しかし遺伝子組み換え作物には、多くの問題があるため生産をやめるべ

きだと指
し

摘
てき

する人もいます。

　私たちは、食料をどのように得ていくかを真
しん

剣
けん

に考えていかなければならない、難

しい時代を生きているのです。

〔問１〕 下線部①の「世界の人口」に関連し

て、以下の各問に答えなさい。

　（１）右の図は日本の将
しょう

来
らい

の人口の動き

を予想したものである。この図から読

み取れる日本社会の問題点を、総人口

が減少していくこと以外に１つ答えな

さい。

 （２００５年、『日本国勢図会　２００９／１０』より）
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　（２）世界の国々の人口増加率を示した次の図から読み取れることとして、誤
あやま

っ

ているものを下のア～エより１つ選び、記号で答えなさい。

3.0％以上 
2.0～2.9 
1.0～1.9 
1.0未満 
マイナス 
データなし 

 （『世界国勢図会　２００８／０９』より）

 ア．人口増加率はアフリカなど発
はっ

展
てん

途
と

上
じょう

国
こく

で高くなっている。

 イ．ロシアの人口増加率はマイナスとなっている。

 ウ．日本の人口増加率は、中国・イギリスなどと同じ１．０％未満である。

 エ．アメリカやオーストラリアの人口増加率は、日本より低い。

〔問２〕 下線部②の「生命」に関連して、日本国憲法第１３条では生命や幸福追求な

どに対しての国民の権利は Ａ  に反しない限り、最大限尊
そん

重
ちょう

すると定めら

れています。空らん Ａ  にあてはまる語句として正しいものを次のア～エ

より１つ選び、記号で答えなさい。

 ア．公共の福
ふく

祉
し

　　　　　　　イ．基本的人権

 ウ．法の下
もと

の平等　　　　　　エ．プライバシーの権利
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〔問３〕 下線部③の「食料生産」に関連して、日本の食料自給率の移り変わりを示し

　　　たグラフとして正しいものを、次のア～エより１つ選び、記号で答えなさい。

１９６０ １９７０ １９８０ １９９０ ２０００ ２００７

ア

イ

ウ

エ

（％）

（年）

５０

１００

 （『日本国勢図会　２００９／１０』より）　　　　　　　　　
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〔問４〕 下線部④の「穀物」に関連して、以下の各問に答えなさい。

　（１）次の地図の  の地
ち

域
いき

で主に生産されている穀物の日本の輸入相手国を、

金額の多い順に示したグラフとして正しいものを下のア～エより１つ選び、記

号で答えなさい。

 （２００８年、『日本国勢図会　２００９／１０』より）

アメリカ ６０.６％ カナダ
２３.７％

オーストラリア １５.５％

アメリカ
２４.０％

オーストラリア １８.７％

その他 ３５.７％

ブラジル １２.１％ カナダ ９.５％

オーストラリア ６３.３％

インドネシア １３.０％ その他 ８.８％

カナダ ７.６％ 中国 ７.３％

オーストラリア ５２.９％ ブラジル ３３.０％

その他 ４.６％南アフリカ ５.３％

インド ４.２％

ア．

イ．

ウ．

エ．

その他 ０．２％
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　（２）次の写真の穀物について、２００８年の生産量が最も多かった国を地図中の

ア～エより１つ選び、記号で答えなさい。

〔問５〕 下線部⑤の「地球環境の破壊」に関連して、地図の  の地域で主
おも

に見

られる環境破壊を下のア～エより１つ選び、記号で答えなさい。

 ア．熱帯林の減少　　イ．酸性雨　　ウ．砂
さ

漠
ばく

化　　エ．オゾン層
そう

の破壊

〔問６〕 下線部⑥の「農業」に関連して、近年農薬や化学肥料の使用をやめたり量を

減らしたりして生産する農業が行われるようになってきたが、このような農業

を何というか、解答らんに合わせて答えなさい。

エ
ウ

イ

ア
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〔問７〕下線部⑥の「農業」に関連して、次の資料から読み取れる日本の農業の問題

点として誤っているものを次のページのア～エより１つ選び、記号で答えなさい。

　　　　　　　地域別の農業産出額の割合

  （２００７年）

　　　　 農業総産出額の構成 

1970
（％）

1990
（％）

2000
（％）

2007
（％）

　米 37.9 27.8 25.4 21.9
　麦類 1.0 1.5 1.4 1.1
　豆類 1.2 0.8 1.1 0.7
　いも類 1.7 2.1 2.5 2.2
　野菜 15.8 22.5 23.2 25.0
　果実 8.5 9.1 8.9 9.2
　花

か

き 0.9 3.3 4.9 4.8
　工芸農作物 4.4 3.7 3.7 3.1
　肉用牛 2.1 5.2 5.0 5.9
　乳用牛 6.1 7.9 8.4 8.9
　豚 5.4 5.5 5.1 6.4
　鶏 8.9 7.5 7.7 8.3

（２００７年）
 

とうさん

米 野菜 畜産 その他

１１.１％ １７.０％ ５０.８％ ２１.１％

３５.０％ １７.８％ ２８.０％ １９.２％

６１.５％ １２.４％ １６.３％ ９.８％

１７.９％ ３６.８％ ２４.７％ ２０.６％

１３.８％ ２７.６％ ２４.５％ ３４.１％

２７.２％ ２４.７％ １９.３％ ２８.８％

２９.９％ １８.０％ ３３.９％ １８.２％

１４.１％ ３４.６％ ２２.１％ ２９.２％

１１.８％ ２２.５％ ４０.４％ ２５.３％

 北海道

東北

北陸

関東・東山

東海

近畿

中国

四国

九州・沖縄
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　　　　　　　　農家人口

 
農家人口
（千人）

  

農業
従事者数

 
農業
就業人口

（総農家）1990 17 296 10 366 5 653
2000 13 458 8 577 4 902
2005 11 339 … …

（販売農家）1990 13 878 8 493 4 819
2000 10 467 6 856 3 891
2005 8 370 5 562 3 353
2007 7 931 5 258 3 119
2008 … … 2 986

 （２００８年）

 　　　　　　　農業労働力（15歳以上）の人口構成 

 
農家人口 農業

従事者
農業就業
人口

65歳以上（千人）
   

1990 2 709 1 753 1 597
2000 2 936 2 269 2 058
2005 2 646 2 100 1 951
2007 2 570 1 987 1 850
2008 … … 1 803

    
65歳以上の比率（％）

   
1990 19.5 20.6 33.1
2000 28.0 33.1 52.9
2005 31.6 37.8 58.2
2007 32.4 37.8 59.3
2008 … … 60.4

（２００８年）

 （『日本国勢図会』２００９／１０より）

 ア．畜
ちく

産
さん

の割
わり

合
あい

が高くなっているのは、北海道・九州沖縄・中国地方である。

 イ．米の生産額の割合は減少しているが、品目別割合では依
い

然
ぜん

最大となって

いる。

 ウ．日本の農業就
しゅう

業
ぎょう

人口は、総農家・販
はん

売
ばい

農家とも減少を続けている。

 エ．日本の農業労働者は高
こう

齢
れい

化が進行している。
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〔問８〕 下線部⑦の「灌漑用水」に関連して、次の地図の  で示された灌漑用水

の名称を解答らんに合わせて漢字で答えなさい。

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

〔問９〕 下線部⑧の「収穫量」に関連して、２００７年のはくさい・ピーマン・れん

　　　こん・メロンの都道府県別生産量が第１位となっている都道府県を１つ選び、

解答らんの地図を塗
ぬ

りつぶしなさい。

〔問10〕 食品安全法に基づき、下線部⑨の「遺伝子組み換え作物」の安全性を審
しん

査
さ

し

て国民の生命の安全を守る役
やく

割
わり

を果たしている省を、次のア～エより１つ選び、

記号で答えなさい。

　　　　ア．経
けい

済
ざい

産業省　　イ．農林水産省　　ウ．環境省　　エ．厚生労働省



－9－

２ ▢ 次の文章を読んで、あとの問に答えなさい。

　①雇
こ

用
よう

情勢の厳
きび

しい状
じょうきょう

況が続いています。非正規労働者が“派
は

遣
けん

切り”などと

呼
よ

ばれる、解
かい

雇
こ

・雇
やと

い止めをされ、新規学校卒業者は内定を取り消しされ、正規労働

者でも解雇を余
よ

儀
ぎ

なくされるといったことが日本各地で起こっています。

　政府は「ふるさと雇用再生特別交付金」や「緊
きん

急
きゅう

雇用創
そう

出
しゅつ

事業」として、都道府

県に過去最
さい

大
だい

規
き

模
ぼ

となる基金を創
そう

設
せつ

し、雇用機会の創出に取り組みました。これによ

り、各地方公共団体も緊急生活・雇用対策を実
じっ

施
し

しました。労働する場をいかに創
つく

り、

それを求職者に提
てい

供
きょう

するかがここ最近の課題となっています。

　ところで、日本の歴史の中でも、雇用に関して厳しい状況はいくつもありました。

例えば、世界恐
きょう

慌
こう

の中での金解禁や、豊作による米価下落、アメリカ向け②生―
き

糸
―

いと

の

輸出激
げき

減
げん

による③繭―
まゆ

価暴落
―――

などによって起こった④昭和恐慌の時には、都市では中――――――――――――――

小
―
企
―

き

業
―

ぎょう

の
―
倒
―

とう

産
―

さん

が相次いで失業者が町にあふれ、農村部ではとても苦しい生活を強い
―――――――――――――――――――――――――――――――

られました
―――――

。中には、娘の身売りを行う農家もありました。また、明治維
い

新
しん

の時には、

⑤武士はさまざまな――――――――
特
―

とっ

権
―

けん

を
―
奪
―

うば

われ、職も奪われるという苦しい状況に追いやられました
――――――――――――――――――――――――――

。

　労働というものをまた違
ちが

った視
し

点
てん

で見てみましょう。⑥戦国時代――――
、戦

いくさ

は農
のう

閑
かん

期
き

に

行われることが多かったのですが、これは兵の多くが農民だったからです。この時、

農民は短期雇用の形で雇われました。そのため賃
ちん

金
ぎん

をもらい、兵
ひょう

糧
ろう

を食べさせても

らえる戦というのは、農民にとってたいへん魅
み

力
りょく

的な場でもあったのです。さら

に、労働が税として成り立っていた時代もあります。⑦律―
りつ

令
―

りょう

政治が行われたころ
―――――――――

は、 

⑧１０日間の労働を税として治める―――――――――――――――
庸
―

よう

や、
――

国
―

こく

司
―

し

のもとで年間６０日以内の労働をする 
―――――――――――――――――

　 ⑨  、あるいは兵
へい

役
えき

などがありました。

　⑩私たちは生活していく以上、働いていかなければなりません―――――――――――――――――――――――――――
。そして、国は雇

用の機会を安定して提供しなければなりません。働きたいと思っている人々が安心し

て働くことができ、生活していけるような社会が１日も早く実現することを願ってい

ます。
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〔問１〕 下線部①に関連して、次のグラフを参考に以下の各問に答えなさい。

 （総務省統計局、厚生労働省ホームページより作成）

完全失業者数と完全失業率 
万人 ％ 

400 
350 
300 
250 
200 
150 
100 
50 
0

8.0 
7.0 
6.0 
5.0 
4.0 
3.0 
2.0 
1.0 
0.0

19
91
 

19
92
 

19
93
 

19
94
 

19
95
 

19
96
 

19
97
 

19
98
 

19
99
 

20
00
 

20
01
 

20
02
 

20
03
 

20
04
 

20
05
 

20
06
 

20
07
 

20
08
 

20
09 いずれの年も３月の 

データを引用 

完全失業者数 

完全失業率 

完全失業者･･･
　働きたい意志があっても、
仕事がない人

完全失業率･･･
　働くことができる人口の中
での完全失業者の割合

１家族の１か月間の平均支出 円 
340,000 
330,000 
320,000 
310,000 
300,000 
290,000 
280,000 
270,000

19
91
 

19
92
 

19
93
 

19
94
 

19
95
 

19
96
 

19
97
 

19
98
 

19
99
 

20
00
 

20
01
 

20
02
 

20
03
 

20
04
 

20
05
 

20
06
 

20
07
 

20
08

実質国内総生産 
単位：10億円 

580,000 
560,000 
540,000 
520,000 
500,000 
480,000 
460,000 
440,000 
420,000 
400,000

19
91
 

19
92
 

19
93
 

19
94
 

19
95
 

19
96
 

19
97
 

19
98
 

19
99
 

20
00
 

20
01
 

20
02
 

20
03
 

20
04
 

20
05
 

20
06
 

20
07
 

20
08

国内総生産･･･
　１年間に国内で産み出され
たものやサービスの合計

有効求人倍率 倍率 
1.60 
1.40 
1.20 
1.00 
0.80 
0.60 
0.40 
0.20 
0.00

19
91
 

19
92
 

19
93
 

19
94
 

19
95
 

19
96
 

19
97
 

19
98
 

19
99
 

20
00
 

20
01
 

20
02
 

20
03
 

20
04
 

20
05
 

20
06
 

20
07
 

20
08

各年の数値は年計を使用 

有効求人倍率･･･
　働く人を求めている数を仕
事を求めている人の数で割っ
たもの
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　（１）雇用について説明した文章として正しいものを次のア～エより１つ選び、記

号で答えなさい。

 ア．完全失業率は２００３年以降減少傾向にあったが、２００９年には再び

増加した。

 イ．完全失業者数が増えていった１９９０年代は、１家族の１ヵ月間の平均

支出が増加し続けた。

 ウ．年々増え続けていた実質国内総生産額は、２００８年に初めて前年を下回っ

た。

 エ．受験生のみなさんが生まれた１９９７年ごろ、有効求人倍率はもっとも

高かった。

　（２）日本国憲法第２７条では、勤
きん

労
ろう

について規定している。それに基づいて

　　　１９４７年に制定された法令として、正しいものを次のア～エより１つ選び、

記号で答えなさい。

 ア．国家総動員法　　　イ．男女雇用機会均等法

 ウ．労働基準法　　　　エ．男女共同参
さん

画
かく

社会基本法

〔問２〕 下線部②の「生糸」に関する文章として正しいものを次のア～エより１つ選

び、記号で答えなさい。

 ア．福岡県の八
や

幡
はた

に日本で最初の官営製
せい

糸
し

工場が造られた。

 イ．日清戦争の頃には、生糸は輸出第一位の品目であった。

 ウ．製糸工場からの汚
お

水
すい

により足
あし

尾
お

事件が起こった。

 エ．第一次世界大戦が始まると、生糸をはじめ輸出が大
おお

幅
はば

に減少した。
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〔問３〕 下線部③の「繭価暴落」によって、困
こん

民
みん

党
とう

が中心となって養
よう

蚕
さん

家が暴動を起

こすというできごとが１８８４年に起こった。では、このできごとの名称とし

て正しいものを次のア～エより１つ選び、記号で答えなさい。

 ア．佐賀の乱
らん

　　　　　　イ．生
なま

麦
むぎ

事件

 ウ．甲
こう

午
ご

農民戦争　　　　エ．秩
ちち

父
ぶ

事件

〔問４〕 下線部④について、このような状況の結果、日本の軍部はどのようなことを

主に主張するようになっていったか、説明しなさい。

〔問５〕 下線部⑤について、以下の各問に答えなさい。

　（１）「苦しい状況に追いやられ」た武士たちのその後についての説明として正し

いものを次のア～エより１つ選び、記号で答えなさい。

 ア．武士の多くは、徴
ちょう

兵
へい

令
れい

によって軍人として再び雇用された。

 イ．武士たちを救おうと、大
おお

塩
しお

平
へい

八
はち

郎
ろう

が反
はん

乱
らん

を起こした。

 ウ．四民平等によって武士は百姓や町人らと同じように平民となった。

 エ．政府に対する不満が高まり、西南戦争など各地で反乱を起こした。

　（２）「苦しい状況に追いやられ」る前の武士の説明として誤っているものを次の

ア～エより１つ選び、記号で答えなさい。

 ア．刀をさす特権が認
みと

められていた。

 イ．苗
みょう

字
じ

を名のることができた。

 ウ．禁
きんちゅうならびに

中 並公
く げ

家諸
しょ

法
はっ

度
と

で統制されていた。

 エ．総人口の１０％前後を占
し

めていた。
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〔問６〕 下線部⑥の「戦国時代」についての説明として正しいものを下のア～エより

１つ選び、記号で答えなさい。

ｂ

ａ

 ア．ａで起こった戦が桶
おけ

狭
はざ

間
ま

の戦いで、織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

が今
いま

川
がわ

義
よし

元
もと

を破った。

 イ．ａで起こった戦が山崎の戦いで、豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が明
あけ

智
ち

光
みつ

秀
ひで

を破った。

 ウ．ｂで起こった戦が桶狭間の戦いで、豊臣秀吉が今川義元を破った。

 エ．ｂで起こった戦が山崎の戦いで、織田信長が明智光秀を破った。

〔問７〕 下線部⑦の「律令政治が行われたころ」の前後について、天皇とその時ので

きごとの組み合わせとして誤っているものを次のア～エより１つ選び、記号で

答えなさい。

　　　　ア．天
てん

智
じ

天皇－日本で最初の戸
こ

籍
せき

を作成する。

　　　　イ．推
すい

古
こ

天皇－都を奈良の平安京に移す。

　　　　ウ．聖
しょうむ

武天皇－墾
こん

田
でん

永
えい

年
ねん

私
し

財
ざい

法
ほう

を出す。

　　　　エ．桓
かん

武
む

天皇－坂
さかのうえの

上田
た

村
むら

麻
ま ろ

呂を征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任命する。
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〔問８〕 下線部⑧に関連して、こういった税負
ふ

担
たん

をしていた農民たちの生活の説明と

して誤っているものを、次のア～エより１つ選び、記号で答えなさい。

 ア．農具の発達によって稲
いね

の収穫は増え、住まいも奈良時代には竪
たて

穴
あな

住居か

ら寝
しん

殿
でん

造
づくり

へ変わっていった。

 イ．庸や調といった税を都まで運んだり、兵役につくことは農民にとって大

きな負担となっていた。

 ウ．重たい税から逃
のが

れるために、口分田を捨ててよその土地へ逃
に

げたり、戸

籍の性別や年
ねん

齢
れい

をいつわる農民がいた。

 エ．農民の苦しい生活の様子は、山
やまの

上
うえの

憶
おく

良
ら

の「貧
ひん

窮
きゅう

問
もん

答
どう

歌
か

」に描
えが

かれて

おり、それは『万葉集』に収
おさ

められている。

〔問９〕 空らん ⑨  に適当な語句を入れなさい。

〔問10〕 下線部⑩は国民の三大義務の１つとして、日本国憲法にも規定されている。

では、残りの２つを解答らんにあわせて答えなさい。


